
憲法のはなし②　日本国憲法の誕生
日本国憲法は、18世紀のヨーロッパの市民革命によって培われた「基本的人権は人間が生まれながらにして持つものであり、憲法はこれ
を保障するために政府をしばり、政府の横暴を防止するために存在する」という考え方の流れをくんでいることは前回お話ししました。こ
れは近代憲法の大原則だといわれています。

現在の憲法は日本の敗戦後に制定されたもので、それまでの大日本帝国憲法（明治憲法）は、そもそも主権者は国民ではなく、神の子であ
る天皇だとされました。国民は「臣民」、すなわち天皇に従属する者と規定されました。
したがって大日本帝国憲法には国民の権利・自由を保障する規定はあるものの、これらは天皇から恩恵として与えられたものとされており、
法律（つまり政府の意思）によって、容易に制限され得るものでした。国家機関である立法・司法・行政も天皇の権限を行うための役割分
担で、お互いが独立してチェックし合う機能は乏しかったといえます。

敗戦後、このような憲法が日本の軍部の独走を許し、政府への反対者を弾圧する下地になっていたと考えたGHQ（占領軍の最高司令部）
は、終戦直後に憲法改正を示唆したのが新憲法制定のはじまりだったといわれています。
ポツダム宣言を受諾して降伏した政府も憲法改正は不可避と考えおり、新憲法案を検討しましたが、さまざまな方面からも提案がありまし
た。

敗戦の翌年2月にGHQも「マッカーサー試案」を政府に提示し、その後政府により、これに沿った案が策定されました。このマッカーサー
試案は天皇制を残しつつも、大日本帝国憲法とは違った近代憲法の大原則を盛り込んだ新しい理念に基づいています。

これは、GHQ案を出す前に、当時の内閣総理大臣であった幣原(しではら)喜重郎(きじゅうろう)とマッカーサーが会談し、天皇制の
維持と戦争放棄（憲法9条）を幣原が発案したことによるものでした。
現在でも、日本国憲法はGHQによる「押し付け」憲法だとする意見もありますが、説得力のある根拠がなく、そもそも、国民主権、基本
的人権の尊重をベースとし、戦力の不保持も含む戦争放棄をしているなど、国民の自由で平和な生活を願う内容を持つ憲法であるとして、
戦争に疲れた国民から歓迎されていました。

その後70年以上も改正が行われなかったことなどから、この憲法が国民の意思に根ざしていることは明らかだというべきではないでしょ
うか。

憲法のはなし①　憲法って何？

https://saitamasogo.jp/archives/90830
https://saitamasogo.jp/archives/90826


「連載開始にあたって」
最近、世の中では、憲法改正が話題にのぼっています。戦後、日本の歴史のなかでは、繰り返し憲法を変える動きがありましたが、施行か
ら70年以上経っても、結局1度も変えられていません。

憲法も法律の一種。条文の数はわずか103しかありませんが、どうしてそんな力があるのでしょうか。普段は法律を意識しなくても生活
ができているのにいったいなぜ？そう思われる方も多いことでしょう。憲法は、空気のような薄い存在でありながら、世の中で重要な意味
を持つ規範なのです。世界で独裁国家や人権抑圧国家といわれ、人々の生活が守られない国家には、やはりそれを許してしまう憲法が存在
しています。

現在、自民党政権は、憲法を変えることに精力を注いでいます。その意味をしっかり捉え、国民が意見を言うことが大事です。決して他人
まかせにせず、「我がこと」として考えていただきたいと思います。この連載がその一助になれば、と思います。

「『憲法』とは」
どんな国にも憲法はあります。「国家」をつくり、領土と国民を持つ以上、そこにはルールが必要です。
その国家を運営するための最も基本的なルールとしての意味を「憲法」は持っています。
ヨーロッパに市民革命が起こった18世紀以降、世界では、憲法は国家の権限を制限する役割を持つ必要がある、とされるようになりまし
た。

その背景となったのは、「人間は生まれながらにして平等で自由である」という思想です。この思想は、国王との闘いによって勝ち取られ
てきた歴史を持っています。人の権利は天から与えられたものであって、国王といえども個人の自由や権利を侵すことはできないのです。

国民の自由や権利を保障するために憲法をつくり、時の権力者の横暴を防ぐ役割を「憲法」という国の基本的ルールに負わせることとなっ
たのです。

日本国憲法もこの流れを受け継ぐ憲法だとされています。
次回は、日本国憲法の誕生に迫ります。

憲法のはなし
※本稿は医療生協さいたまの広報誌「けんこうと平和」に連載しております。
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